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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

　① 当期の経営成績

当事業年度のゲーム関連業界におきましては、モバイル向けアプリ市場が引き続き拡大するなか、携帯型ゲーム

機、据え置き型ゲーム機向けのゲームソフト市場も底堅く推移し、ハード市場に関しましても、PlayStation®４が

国内外において急速に普及しております。競争は厳しい一方で、優良なコンテンツの引き合いは総じて堅調に推移

しました。

当社におきましては、引き続きユーザーの方々に喜んで頂けるゲームソフトづくりにこだわり、その制作に邁進

してまいりました。その結果、昨年発売した据え置き型ゲーム機PlayStation®３及び携帯型ゲーム機

PlayStation®Vita向けゲームソフト「英雄伝説 閃の軌跡Ⅱ」は、「プレイステーションアワード」や「日本ゲーム

大賞」など様々な賞を受賞いたしました。

そして、当社の代表作である「イース」シリーズや「軌跡」シリーズに匹敵する第３のシリーズにするべく制作

しました、完全新作となる当社初の現代を舞台とした挑戦的な意欲作「東亰ザナドゥ」を発売しました。

また、スマートフォンアプリやオンラインゲームなど、引き続き多方面で当社コンテンツが活用され、ＴＶアニ

メ、コミック、小説などのメディア展開も進みました。その他、ダウンロード販売の強化や大手ゲーム会社とのコ

ラボレーション企画、ライブイベントなどを実施し、様々な展開を推し進めました。

以上の結果、当事業年度の売上高は1,575百万円（前期比38.0％減）、経常利益は689百万円（同47.1％減）、当期

純利益456百万円（同41.1％減）となりました。

部門別の概況は以下の通りであります。

　 ＜製品部門＞

当事業年度は、据え置き型ゲーム機PlayStation®３及び携帯型ゲーム機PlayStation®Vitaの２機種向けゲームソ

フト「英雄伝説 閃の軌跡」「英雄伝説 閃の軌跡Ⅱ」の販売が、国内及びアジア地域において引き続き継続してお

り、「英雄伝説 閃の軌跡」をさらにお求めやすい価格に設定した「英雄伝説 閃の軌跡 PlayStation®Vita the

Best」「英雄伝説 閃の軌跡 PlayStation®3 the Best」を平成27年３月に発売しました。

平成27年９月には、新製品として携帯型ゲーム機PlayStation®Vita向けゲームソフト「東亰ザナドゥ」を発売し

ました。新規IPであるにも拘らず、東京ゲームショウにおいては日本ゲーム大賞フューチャー部門を受賞するなど

人気を集めました。

以上の結果、製品部門の当事業年度の売上高は、770百万円（前期比59.3％減）となりました。

　 ＜ライセンス部門＞

当社コンテンツの様々なプラットフォームへの展開、当社キャラクターを利用した商品へのライセンス許諾など

を行うライセンス部門では、STEAM等のダウンロード販売サイトにおいて、当社のPCゲームソフト旧タイトル「イー

スオリジン」「イースⅠ＆Ⅱクロニクルズ」「イース～フェルガナの誓い」「イースⅥ～ナピシュテムの匣」などのイ

ースシリーズ英語版や「空の軌跡FC」の英語版の販売が好調だった他、国内においては、平成27年６月に携帯型ゲ

ーム機PlayStation®Vita向けゲームソフト「英雄伝説 空の軌跡FC Evolution」を発売しました。

また、中国ゲーム開発大手で「Changyou.com（チャンユードットコム）」でも知られている、ナスダック上場企業

「Changyou.com Limited（北京暢遊時代数碼技術有限公司）」と提携し、中国本土の巨大モバイルアプリ市場に向け

て継続的にリリースを行う契約を締結しました。

その他にも、「チェインクロニクル～絆の新大陸～」（株式会社セガゲームス）や「拡散性ミリオンアーサー」（株

式会社スクウェア・エニックス）、「太鼓の達人」（株式会社バンダイナムコゲームス）、「DEAD OR ALIVE 5 LAST

ROUND」（株式会社コーエーテクモゲームス）などのゲームタイトルとのコラボレーション企画を展開し、ユーザー

層の拡大を図りました。

以上の結果、ライセンス部門の当事業年度の売上高は、804百万円（前期比24.5％増）となりました。
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　② 次期の見通し

次期におきましても、平成27年９月に発売しました「東亰ザナドゥ」の拡販に引き続き取り組んでまいります。

そして、現在鋭意開発中の「イース」シリーズ最新作を発売する予定です。「イース」シリーズは、1987年にその第

１作が発売されて以来、アクションRPGの金字塔として、国も世代も超えた数多くのファンに愛され続けてきた当社

代表作の１つです。

また、爆発的に販売台数を伸ばしており、今後もさらに普及拡大が見込まれる据え置き型ゲーム機PlayStation®

４向けゲームタイトルをリリースする予定です。

ライセンスにつきましては、国内はもとより北米や欧州、アジア地域においても当社ゲームタイトルの認知度が

飛躍的に高まってきており、保有するコンテンツを積極的に活用してまいります。なお、携帯型ゲーム機

PlayStation®Vita向けゲームソフト「英雄伝説 空の軌跡SC Evolution」を国内において平成27年12月10日に発売す

る予定です。

平成28年９月期の業績見通しにつきましては、売上高1,700百万円、経常利益700百万円、当期純利益469百万円を

見込んでおります。

なお、当社の業績推移の特徴としましては、新製品の発売月に売上高が集中する傾向にあります。次期の売上見

込みにつきましては、下半期の比率が高いことから、第２四半期の業績予想は、通期の業績予想に対して比重が低

いものとなっております。

　

（２）財政状態に関する分析

　① 資産、負債及び純資産の状況

当事業年度の資産につきましては、前事業年度末と比較して352百万円減少し3,856百万円となりました。その主

な要因は、現金及び預金の増加が587百万円、売掛金の減少が1,025百万円あったことによるものであります。

負債につきましては、前事業年度末と比較して705百万円減少し331百万円となりました。その主な要因は、買掛

金の減少197百万円、未払法人税等の減少436百万円があったことによるものであります。

純資産につきましては、前事業年度末と比較して353百万円増加し3,525百万円となりました。その要因は、剰余

金の配当が102百万円あったことに対して、当期純利益が456百万円あったこと等によるものであります。

　② キャッシュ・フローの状況

当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末と比較して587百万円増加し、

3,052百万円となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローは、次のとおりであります。

　 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は806百万円となりました。これは主に、仕入債務の減少が197百万円あったこと、

法人税等の支払額が641百万円あったものの、税引前当期純利益を689百万円計上したこと、売上債権の減少が1,025

百万円あったためであります。

　 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は117百万円となりました。これは主に、投資有価証券の取得による支出が116百万

円あったためであります。

　 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は101百万円となりました。これは主に、配当金の支払いによる支出が101百万円あ

ったためであります。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成23年９月期 平成24年９月期 平成25年９月期 平成26年９月期 平成27年９月期

自己資本比率 76.5 87.8 78.2 75.4 91.4

時価ベースの自己資本比率 90.9 86.7 382.5 367.5 265.7

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

― ― ― ― ―

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

― ― ― ― ―

（注） 自己資本比率：自己資本／総資産

　 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

　 キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

　 インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

　 １．株式時価総額は、期末株式終値×期末発行済株式総数により算出しております。

２．キャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオについては、上記いずれの

期においても有利子負債が存在しないため、記載しておりません。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主各位に対する利益還元を経営の重要課題ととらえております。利益配分につきましては、将来の事

業展開と長期にわたる経営基盤の強化のために必要な内部留保資金を確保しつつ、各事業年度の経営成績を考慮に

入れて適切な配当を行うことを基本方針としております。

当事業年度の配当につきましては、１株につき７円とさせていただく予定であります。

　

（４）事業等のリスク

以下において、当社の事業展開その他に関してリスク要因となる可能性があると考えられる主な事項を記載して

おります。また、必ずしもそのようなリスク要因に該当しない事項につきましても、投資家の投資判断上、重要で

あると考えられる事項については、投資家に対する積極的な情報開示の観点から以下に開示しております。なお、

当社は、これらのリスクの可能性を認識した上で、発生の回避及び発生した場合の対応に努める方針でありますが、

本株式に対する投資判断は、以下の記載事項及び本書中の本項以外の記載事項を、慎重に検討された上で行われる

必要があります。また、以下の記載は本株式への投資に関連するリスクをすべて網羅するものではありませんので、

この点ご留意ください。

　① 自社によるもの

　 a. 開発期間の長期化について

当社の場合、ゲームソフト制作の開発期間は半年から長いもので２、３年を要します。開発が長期間にわたる

ため、計画段階における開発期間と実際の開発期間に差異が生じる可能性があります。また、昨今の技術革新に

おけるスピードの速さのために、製品に求められる機能が高度化した場合、開発期間が長期化する可能性もあり

ます。技術情報の収集には努めておりますが、当社の努力にもかかわらず対応に遅れが生じた場合には、当社の

業績に影響を与える可能性があります。

　 b. 製品の販売推移の傾向について

当社の製品の販売推移につきましては、ゲームソフトの販売開始時に売上の多くが集中するため、新製品を発

売した四半期に製品部門の売上高が大きく計上される傾向にあります。そのため、新製品の発売の時期により四

半期ごとに業績が大幅に変動する可能性があります。

　 c. 知的財産について

当社では、新規開発製品に関するもので知的財産の保護の対象となる可能性のあるものにつきましては、必要

に応じて特許権・商標権などの取得を目指しておりますが、必ずしもかかる権利を取得できるとは限りません。

当社の技術、ノウハウ又はタイトルなどが特許権又は商標権などとして保護されず他社に先んじられた場合には、

当社製品の開発又は販売に支障が生じ、当社の業績に影響を与える可能性があります。
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なお、現在において当社製品による第三者の知的財産権の侵害は存在していないと認識しておりますが、今後

も知的財産権の侵害を理由とする訴訟やクレームが提起されないとは限らず、かかる事態が発生した場合には、

当社の業績に影響を与える可能性があります。

　 d. 人材の確保・育成について

当社は人材戦略を事業における最重要課題のひとつとして捉えており、今後の事業拡大には既存のスタッフに

加えて、特に開発の分野で十分な知識と技術を有する人材の確保・育成が不可欠であるという認識に立っており

ます。当社は、優秀な人材を確保するために、また、現在在籍している人材が退職又は転職するなどのケースを

最小限に抑えるため、基本報酬について軽視せず、また、業績に応じた報酬プログラムを実践しております。ま

た、人材紹介サービスなどの活用により、必要な人材の確保に努めていく方針であります。しかしながら、いず

れも継続的な人材の確保を保証するものではなく、適格な人材を十分確保できなかった場合には、当社の事業拡

大に制約を与える可能性があり、また、機会損失が生じるなど当社の業績その他に影響を与える可能性がありま

す。

　② 環境によるもの

　 a. 法規制などについて

健全なコンテンツの開発及び販売を業容として掲げる当社は、「Ｒ18（映画倫理規程管理委員会の規程のひとつ

であり、18歳未満の勧奨が不適切であることを示す。）」などで規制される事業の展開や製品の取扱いは現在行っ

ておりません。しかしながら、将来的にコンピュータ又はデジタルコンテンツ関連業者を対象とした法規制が強

化された場合、当社の事業に影響を及ぼす可能性があります。

　 b. ゲームソフトの違法コピーについて

ゲームソフトに関わる知的所有権を巡って発生している法律問題としては、無許諾の不正コピーに関わる問題が

あります。違法コピーにつきましては、未だこれといった決めてが無いのが現状であるため、無許諾の不正コピ

ーが氾濫することにより当社の販売機会が損なわれた場合には、当社の業績に悪影響が出る可能性があります。

　 c. 個人情報の取扱いについて

当社は売上の一部を通信販売によっていることから、顧客の個人情報を保有しております。また、今後当社ホ

ームページを通じた通信販売の増加も予想され、個人情報については社内管理体制を整備し、情報管理への意識

を高めるとともに、アクセス権を制限する等、容易に個人情報が漏洩することの無いように、取扱いには留意し

ております。

しかしながら、外部からのハッキングなど、不測の事態により、万一、個人情報が外部に漏洩するような事態

となった場合には、当社の信用失墜による売上の減少、又は損害賠償による損失の発生等が起こることも考えら

れ、業績に影響を及ぼす可能性があります。

　

２．企業集団の状況

　 当社は、関係会社がないため、該当事項はありません。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社は個人の創造力を尊重し、その効果をチームワークによって最大限に高めることで、オリジナリティあふれ

るゲームコンテンツ及びサービスの創出を行います。また、これらの魅力を様々な分野・プラットフォームを通じ

て、世界中のお客様にお伝えすることに努め、継続して事業の裾野を広げていけるよう尽力してまいります。

　

（２）目標とする経営指標

当社は高い経営効率により、既に高水準の利益率を達成しておりますが、今後は更にコンテンツ及びサービスに

よる売上高の伸びにも重きを置き、新たな成長を目指します。

　

（３）中長期的な会社の経営戦略

創業以来、当社が培ってきたノウハウとブランドを基礎に、攻守のバランスが取れた経営基盤作りを推進します。

「攻」の要としましては、家庭用ゲーム機やソーシャルゲーム、ネットワークゲームを中心とする新規分野へのチャ

レンジと開発技術の革新を重視します。また、「守」の要としましては、スピード、品質の更なる向上、人材育成と

いったテーマに取り組んでまいります。着実に足元を固めるとともに、常に成長し続けられる企業体質の実現を目

指します。

　

（４）会社の対処すべき課題

　① 人材育成

コンテンツメーカーとしての競争力を更に高めるためにも人材の採用及び育成に注力します。業界の中でも老舗

として培ってきた多くのノウハウ、技術、価値観を着実に伝えて、組織の中核を担える想像力豊かな人材の育成に

取り組みます。

　② スピード経営の実現

企画・開発・広報・販売といった一連の業務サイクルをより的確かつスピーディーに進めることで、社内の活性

化を一層促すとともに、コンテンツ及びサービスを供給するペースをさらに向上してまいります。

　③ ブランドの進化

当社の保有するゲームコンテンツ及びサービスを、パソコン、家庭用ゲーム機、スマートフォン、オンラインゲ

ームといった各種プラットフォームへ幅広く展開してまいります。自社開発及びライセンス許諾を国内外で効果的

に行うことで、ブランドの認知度を高めるとともに収益の最大化を図ります。

　④ 広告・広報活動

当社のコンテンツ及びサービスを広く知ってもらうべく、費用対効果を見極めながら、広告宣伝及び広報活動を

強化してまいります。これにより企業としての知名度もさらに高め、ライセンス許諾、他社との提携、人材獲得と

いった事業展開を有利に進めるべく邁進してまいります。

　

（５）その他、会社の経営上重要な事項

　 該当事項はありません。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、連結財務諸表を作成していないため、国際会計基準に基づく財務諸表を作成するための体制整備の負担

等を考慮し、日本基準に基づき財務諸表を作成しております。
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５．財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成26年９月30日)

当事業年度
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,465,346 3,052,949

売掛金 1,612,572 586,647

製品 2,470 2,487

原材料 4,558 3,807

前払費用 4,652 4,541

繰延税金資産 59,676 34,497

その他 2,113 1,286

流動資産合計 4,151,389 3,686,216

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 16,281 16,281

減価償却累計額 △12,163 △13,052

建物附属設備（純額） 4,118 3,229

工具、器具及び備品 32,085 27,977

減価償却累計額 △26,105 △23,817

工具、器具及び備品（純額） 5,979 4,160

有形固定資産合計 10,097 7,389

無形固定資産

ソフトウエア 6,661 4,617

電話加入権 757 757

無形固定資産合計 7,418 5,374

投資その他の資産

投資有価証券 - 116,578

繰延税金資産 8,742 9,722

敷金及び保証金 31,407 31,075

投資その他の資産合計 40,150 157,375

固定資産合計 57,666 170,139

資産合計 4,209,056 3,856,356

負債の部

流動負債

買掛金 304,345 107,330

未払金 112,551 70,570

未払費用 14,425 14,551

未払法人税等 519,488 83,053

未払消費税等 55,073 29,502

前受金 10 7

預り金 9,346 5,753

賞与引当金 21,750 20,250

流動負債合計 1,036,991 331,017

負債合計 1,036,991 331,017
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(単位：千円)

前事業年度
(平成26年９月30日)

当事業年度
(平成27年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 164,130 164,130

資本剰余金

資本準備金 319,363 319,363

資本剰余金合計 319,363 319,363

利益剰余金

その他利益剰余金

別途積立金 710,000 710,000

繰越利益剰余金 1,978,607 2,331,962

利益剰余金合計 2,688,607 3,041,962

自己株式 △36 △117

株主資本合計 3,172,064 3,525,338

純資産合計 3,172,064 3,525,338

負債純資産合計 4,209,056 3,856,356
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成25年10月１日
　至 平成26年９月30日)

当事業年度
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高

製品売上高 1,895,100 770,537

ロイヤリティー収入 646,075 804,495

売上高合計 2,541,175 1,575,032

売上原価

製品売上原価 ※1 545,394 ※1 250,069

売上原価合計 545,394 250,069

売上総利益 1,995,781 1,324,962

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 14,671 9,349

広告宣伝費 84,672 65,355

販売促進費 49,722 21,940

役員報酬 51,296 51,786

役員賞与 - 3,900

給料及び手当 21,255 24,016

賞与 4,861 2,918

賞与引当金繰入額 2,340 2,353

法定福利費 12,661 13,013

賃借料 12,545 13,221

水道光熱費 1,170 1,196

支払手数料 36,909 33,312

消耗品費 1,616 1,427

旅費及び交通費 1,499 1,476

通信費 634 752

減価償却費 1,582 1,883

研究開発費 ※2 382,962 ※2 358,990

その他 13,258 25,258

販売費及び一般管理費合計 693,661 632,155

営業利益 1,302,120 692,807

営業外収益

受取利息 470 620

未払配当金除斥益 702 865

営業外収益合計 1,173 1,485

営業外費用

為替差損 - 4,431

営業外費用合計 - 4,431

経常利益 1,303,293 689,862

特別損失

固定資産除却損 69 16

特別損失合計 69 16

税引前当期純利益 1,303,223 689,846

法人税、住民税及び事業税 538,456 209,492

法人税等調整額 △9,127 24,198

法人税等合計 529,328 233,691

当期純利益 773,895 456,154
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製造原価明細書

事業区分
前事業年度

　 （自 平成25年10月１日
　 至 平成26年９月30日）

当事業年度
　 （自 平成26年10月１日
　 至 平成27年９月30日）

区分
注記
番号

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

Ⅰ 原材料 512,434 94.0 219,847 87.9

Ⅱ 外注費 30,980 5.7 30,239 12.1

　 小計 543,414 99.6 250,087 100.0

Ⅲ 製品期首たな卸高 4,449 0.8 2,470 1.0

　 合計 547,864 100.5 252,557 101.0

Ⅳ 製品期末たな卸高 2,470 0.5 2,487 1.0

　 差引 製品売上原価 545,394 100.0 250,069 100.0
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成25年10月１日 至 平成26年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

その他利益剰余金

別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 164,130 319,363 710,000 1,276,672 ― 2,470,165 2,470,165

当期変動額

剰余金の配当 △71,960 △71,960 △71,960

当期純利益 773,895 773,895 773,895

自己株式の取得 △36 △36 △36

当期変動額合計 ― ― ― 701,935 △36 701,899 701,899

当期末残高 164,130 319,363 710,000 1,978,607 △36 3,172,064 3,172,064

当事業年度(自 平成26年10月１日 至 平成27年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

その他利益剰余金

別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 164,130 319,363 710,000 1,978,607 △36 3,172,064 3,172,064

当期変動額

剰余金の配当 △102,799 △102,799 △102,799

当期純利益 456,154 456,154 456,154

自己株式の取得 △80 △80 △80

当期変動額合計 ― ― ― 353,354 △80 353,274 353,274

当期末残高 164,130 319,363 710,000 2,331,962 △117 3,525,338 3,525,338
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成25年10月１日
　至 平成26年９月30日)

当事業年度
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,303,223 689,846

減価償却費 5,926 6,620

賞与引当金の増減額（△は減少） 750 △1,500

受取利息及び受取配当金 △470 △620

固定資産除却損 69 16

売上債権の増減額（△は増加） △414,134 1,025,925

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,298 733

その他の資産の増減額（△は増加） 1,328 394

仕入債務の増減額（△は減少） 70,436 △197,014

未払金の増減額（△は減少） 31,258 △42,251

未払消費税等の増減額（△は減少） 16,334 △25,571

その他の負債の増減額（△は減少） 5,040 △9,243

小計 1,023,061 1,447,334

利息及び配当金の受取額 470 620

法人税等の支払額 △318,742 △641,020

営業活動によるキャッシュ・フロー 704,789 806,934

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,954 △516

無形固定資産の取得による支出 △930 △491

投資有価証券の取得による支出 - △116,578

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,884 △117,585

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △36 △80

配当金の支払額 △70,866 △101,664

財務活動によるキャッシュ・フロー △70,902 △101,745

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 630,002 587,603

現金及び現金同等物の期首残高 1,835,343 2,465,346

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 2,465,346 ※ 3,052,949
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(重要な会計方針)

１．有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のないもの

　移動平均法による原価法

　

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法

製品・原材料

先入先出法による原価法(収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)を採用しております。

３．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定率法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物附属設備 10～15年

工具、器具及び備品 ４～８年

(2) 無形固定資産

自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法によっております。

４．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

６．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。
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(損益計算書関係)

※１．通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下による簿価切下額

前事業年度
(自 平成25年10月１日
至 平成26年９月30日)

当事業年度
(自 平成26年10月１日
至 平成27年９月30日)

売上原価 3,115千円 2,394千円

※２．研究開発費の総額

前事業年度
(自 平成25年10月１日
至 平成26年９月30日)

当事業年度
(自 平成26年10月１日
至 平成27年９月30日)

販売費及び一般管理費 382,962千円 358,990千円

(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自 平成25年10月１日 至 平成26年９月30日)

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

当事業年度期首株式数
(株)

当事業年度増加株式数
(株)

当事業年度減少株式数
(株)

当事業年度末株式数
(株)

発行済株式

普通株式 10,280,000 ― ― 10,280,000

自己株式

普通株式 ― 33 ― 33

　（注）自己株式の当事業年度増加株式数33株は、単元未満株式の買取による増加であります。

２．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成25年12月19日
定時株主総会

普通株式 71,960 7 平成25年９月30日 平成25年12月20日

(2) 基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

配当の原資 基準日 効力発生日

平成26年12月18日
定時株主総会

普通株式 102,799 10 利益剰余金 平成26年９月30日 平成26年12月19日

当事業年度(自 平成26年10月１日 至 平成27年９月30日)

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

当事業年度期首株式数
(株)

当事業年度増加株式数
(株)

当事業年度減少株式数
(株)

当事業年度末株式数
(株)

発行済株式

普通株式 10,280,000 ― ― 10,280,000

自己株式

普通株式 33 69 ― 102

　（注）自己株式の当事業年度増加株式数69株は、単元未満株式の買取による増加であります。
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２．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成26年12月18日
定時株主総会

普通株式 102,799 10 平成26年９月30日 平成26年12月19日

(2) 基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

配当の原資 基準日 効力発生日

平成27年12月16日
定時株主総会

普通株式 71,959 7 利益剰余金 平成27年９月30日 平成27年12月17日

(キャッシュ・フロー計算書関係)

※．現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

前事業年度
(自 平成25年10月１日
至 平成26年９月30日)

当事業年度
(自 平成26年10月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金 2,465,346千円 3,052,949千円

現金及び現金同等物 2,465,346 3,052,949

(金融商品関係)

　決算短信における開示の必要性が高くないと考えられるため、開示を省略しております。

(税効果会計関係)

１．繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳

前事業年度
(平成26年９月30日)

当事業年度
(平成27年９月30日)

(繰延税金資産)

① 流動資産

未払事業税損金不算入額 33,891千円 5,776千円

賞与引当金損金不算入額 7,743千円 6,694千円

棚卸資産評価損損金不算入額 1,281千円 1,739千円

減価償却超過額 7,315千円 5,893千円

その他 9,445千円 14,392千円

計 59,676千円 34,497千円

② 固定資産

減価償却超過額 7,643千円 4,406千円

その他 1,099千円 5,315千円

計 8,742千円 9,722千円

繰延税金資産合計 68,418千円 44,219千円

繰延税金資産の純額 68,418千円 44,219千円
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２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主要な項目別の内訳

前事業年度
(平成26年９月30日)

当事業年度
(平成27年９月30日)

法定実効税率 38.0％ 35.6％

(調整）

同族会社の留保金額に係る税額 4.0％ 4.2％

試験研究費の税額控除 △1.6％ △2.8％

外国税額控除 ―％ △3.5％

その他 0.2％ 0.3％

税効果適用後の法人税等の負担額 40.6％ 33.9％

３．法定実効税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平成

27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率の引

き下げ等が行われることとなりました。これに伴い、当事業年度の繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用

した法定実効税率は、従来の35.6％から、平成27年10月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異に

ついては33.1％に、平成28年10月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異については32.3％に

それぞれ変更されております。

　 なお、この税率変更による影響は軽微であります。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社はゲーム開発・販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【関連情報】

前事業年度(自 平成25年10月１日 至 平成26年９月30日)

１．製品及びサービスごとの情報

(単位：千円)

製品部門 ライセンス部門 合計

外部顧客への売上高 1,895,100 646,075 2,541,175

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：千円)

日本 アジア 北米・欧州 合計

2,038,879 346,800 155,496 2,541,175

　（注）売上高は、顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。
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３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社コナミデジタル
エンタテインメント

1,170,009 ゲーム開発・販売

株式会社ソニー・コンピュータエン
タテインメント

509,022 ゲーム開発・販売

当事業年度(自 平成26年10月１日 至 平成27年９月30日)

１．製品及びサービスごとの情報

(単位：千円)

製品部門 ライセンス部門 合計

外部顧客への売上高 770,537 804,495 1,575,032

　

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：千円)

日本 アジア 北米・欧州 合計

1,053,630 350,257 174,144 1,575,032

　（注）売上高は、顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社コナミデジタル
エンタテインメント

600,623 ゲーム開発・販売

株式会社ソニー・コンピュータエ
ンタテインメント

226,463 ゲーム開発・販売

Marvelous USA,Inc. 167,520 ゲーム開発・販売
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

(持分法損益等)

当社は関連会社がありませんので、該当事項はありません。

(関連当事者情報)

　関連当事者との取引

　 財務諸表提出会社と関連当事者との取引

　 財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る。）等

　前事業年度(自 平成25年10月１日 至 平成26年９月30日)

種類
会社等の名

称又は氏名
所在地

資本金又は

出 資 金 （千

円）

事業の内容

又は職業

議決権等の

所 有 ( 被 所

有 ) 割 合

（％）

関連当事者

との関係
取引の内容

取 引 金 額

（千円）
科目

期 末 残 高

（千円）

役員及び

その近親

者が議決

権の過半

数を所有

している

会社(当該

会社の子

会社を含

む)

㈱呉ソフ

トウェア

工房

埼玉県さ

いたま市
10,000 製造業 なし

役員の兼

任

ゲームソ

フト開発

業務の一

部 委 託

（注2）

15,400 未払金 1,404

(注)１．上記取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。

２．一般取引と同様に、個別案件ごとに提示された見積りを他社より入手した見積りと比較の上、交渉により決定

しております。

　

　当事業年度(自 平成26年10月１日 至 平成27年９月30日)

種類
会社等の名

称又は氏名
所在地

資本金又は

出 資 金 （千

円）

事業の内容

又は職業

議決権等の

所 有 ( 被 所

有 ) 割 合

（％）

関連当事者

との関係
取引の内容

取 引 金 額

（千円）
科目

期 末 残 高

（千円）

役員及び

その近親

者が議決

権の過半

数を所有

している

会社(当該

会社の子

会社を含

む)

㈱呉ソフ

トウェア

工房

埼玉県さ

いたま市
10,000 製造業 なし

役員の兼

任

ゲームソ

フト開発

業務の一

部 委 託

（注2）

19,600 未払金 1,296

(注)１．上記取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。

２．一般取引と同様に、個別案件ごとに提示された見積りを他社より入手した見積りと比較の上、交渉により決定

しております。
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(１株当たり情報)

前事業年度
(自 平成25年10月１日
至 平成26年９月30日)

当事業年度
(自 平成26年10月１日
至 平成27年９月30日)

１株当たり純資産額 308円57銭 １株当たり純資産額 342円94銭

１株当たり当期純利益 75円28銭 １株当たり当期純利益 44円37銭

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(自 平成25年10月１日
至 平成26年９月30日)

当事業年度
(自 平成26年10月１日
至 平成27年９月30日)

１株当たり当期純利益

当期純利益(千円) 773,895 456,154

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 773,895 456,154

期中平均株式数(株) 10,279,974 10,279,918

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

― ―

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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６．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

　 a. 生産実績

当社は研究開発事業を主体とする会社であり、生産設備を保有していないため、該当事項はありません。

　 b. 受注実績

当社は受注による生産を行っていないため、該当事項はありません。

　 C. 販売実績

販売実績を事業区分別に示すと、次のとおりであります。

事業区分

前事業年度
（自 平成25年10月１日
　至 平成26年９月30日）

当事業年度
（自 平成26年10月１日
　至 平成27年９月30日）

比較増減

金額(千円) 金額(千円) 金額(千円) 前期比(％)

製品部門 1,895,100 770,537 △1,124,563 △59.3

ライセンス部門 646,075 804,495 158,420 24.5

合計 2,541,175 1,575,032 △966,143 △38.0

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　 ２．最近２事業年度の主要な販売先及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおり

　 であります。

相手先

前事業年度
　（自 平成25年10月１日
　 至 平成26年９月30日）

当事業年度
　（自 平成26年10月１日
　 至 平成27年９月30日）

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

株式会社コナミデジタル
エンタテインメント

1,170,009 45.9 600,623 38.1

株式会社ソニー・コンピュータ
エンタテインメント

509,022 19.9 226,463 14.3

Marvelous USA,Inc. 154,496 6.0 167,520 10.6
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